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令和４年度全国学力・学習状況調査結果について 
彦根市教育委員会 

                     令和４年８月 
令和４年４月19日（火曜日）に、全国学力・学習状況調査が実施されました。 

 今回の調査を分析して、この調査から見えてきた本市児童生徒の学力と学習状況に関する結果をお知ら

せします。 

 

 

 

 
（１）目的 

   義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分

析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、学校における児童生徒への教育指導の

充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに、そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善

サイクルを確立する。 

 

（２）調査対象  

   国・公・私立学校の小学校第6学年 中学校第3学年 原則として全児童生徒 

 

（３）調査事項 

  ①児童生徒に対する調査 

   ア：教科に関する調査（国語 算数・数学 理科） 

     出題範囲は、調査する学年の前学年までに含まれる指導事項を原則とし、出題内容は以下のとおり。 

     ・身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活において不可欠で

あり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能等 

     ・知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための構想を立て実践し

評価・改善する力等に関わる内容。 

   イ：質問紙調査 

     学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等 

 

  ②学校質問紙調査 

   学校における指導方法に関する取組や学校における人的・物的な教育条件の整備の状況等 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 

調査結果の概要 

調査の目的・内容 

中学校 

＊全国の値を100としたときの市の値を表しています。■全国 ■彦根市 
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この調査から分かること 

（結果の概要） 

・平均正答率は、中学校では全国平均を上回り、小学校では若干下回りました。 

・領域別正答率を見ると、中学校では、「話すこと・聞くこと」「書くこと」「言葉の特徴や使い方に関する事

項」の領域では全国平均を上回りましたが、「読むこと」の領域で全国平均を若干下回りました。小学校で

は、全ての領域で全国平均を若干下回りました。 

・小学校の記述問題では、「文章に対する感想や意見を伝え合い、自分の文章のよいところを見付ける」問題

は全国平均と同じでしたが、「互いの立場や意図を明確にしながら計画的に話し合い、自分の考えをまとめ

る」「人物像や物語の全体像を具体的に想像する」問題に課題が見られました。中学校では、全ての記述問

題において、全国平均を上回ることができました。 

・小・中学校共に、記述式問題の無回答率が全国平均よりも低く、粘り強く問題に取り組む姿勢について改

善が見られました。 

 

（求められる力） 

・小学校では、「目的に応じて文章や図表を結びつけながら必要な情報を見つけ、自分の考えを書き表す力」

を身に付けることが求められます。 

・中学校では、「場面の展開や登場人物の心情の変化などについて、描写を基に捉える力」が求められます。 

(%) (%) 

(%) (%) 



 

 

 

 

小学校（全１６問）               中学校（全１４問） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 20 40 60 80 100

彦根市

滋賀県

全 国

平均正答率

0 20 40 60 80 100

彦根市

滋賀県

全 国

平均正答率

算数・数学 教科に関する調査の全体的な傾向 

0 20 40 60 80 100

データの活用

変化と関係

測定

図形

数と計算

領域別正答率

全 国 滋賀県 彦根市

0 20 40 60 80 100

データの活用

関数

図形

数と式

領域別正答率

全 国 滋賀県 彦根市

この調査から分かること 

（結果の概要） 

・平均正答率は、中学校では全国平均を上回り、小学校では若干下回りました。 

・領域別正答率を見ると、小学校では全ての領域で全国平均を若干下回りました。中学校では、「数と式」「図

形」「関数」の領域では全国平均を上回りましたが、「データの活用」領域では全国平均を若干下回りまし

た。 

・小学校では、新しく出題された「プログラミングの考えを活用した問題」や「自分の考えを筋道立てて書き

表す」ことに課題が見られました。中学校では、「自分の考えを筋道立てて書き表す」問題について全国平

均を上回る回答率でしたが、「データの傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明する」

ことに課題が見られました。 

・小・中学校共に、記述式問題の無回答率が全国平均よりも低く、粘り強く問題に取り組む姿勢について改善

が見られました。 

 

（求められる力） 

・小学校では、「説明すべき事柄について、その根拠と成り立つ事柄を示して理由を説明する力」が求められ

ます。 

・中学校では、「データの中から必要な情報を適切に読み取り、見出したことを説明する力」が求められます。 
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この調査から分かること 

（結果の概要） 

・平均正答率は、小中学校共に全国平均を若干下回りました。 

・領域別正答率を見ると、小学校では全ての領域で全国平均を若干下回りましたが、記述式問題の正答率は全

国平均を上回りました。中学校では、「地球」を柱とする領域では全国平均を上回りましたが、「エネルギ

ー」「粒子」「生命」を柱とする領域では全国平均を若干下回りました。 

・小学校では、「理科で使用する実験器具に関すること」「実験の計画・考察に関すること」に課題が見られま

した。中学校においても、「実験の計画・考察に関すること」について課題が見られました。 

・小・中学校共に、記述式問題の無回答率が全国平均よりも低く、粘り強く問題に取り組む姿勢について改善

が見られました。 

 

（求められる力） 

・小学校では、「理科で使用する実験器具に関する基礎・基本の確実な定着」や、「観察で得た結果を、問題の

視点で分析して解釈し、考えたことを説明する力」が求められます。 

・中学校では、「条件を制御した実験を計画する力」とともに、「自分や他者の考えを検討して改善する力」が

求められます。 

(%) (%) 

(%) (%) 



 

 

 

教科に関する調査と、児童生徒質問紙調査の関連性から、以下の傾向が見えてきました。 

 

 

 

 

○授業力の向上の観点から 
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どちらかといえば、役に立つと思う

どちらかといえば、役に立たないと思う

役に立たないと思う

教科に関する調査と質問紙調査とのクロス集計から

※グラフは、各質問項目において、それぞれの選択肢における「国語・算数（数学）・理科」の正答率の平均

値をあらわしたものです。 

「授業では、課題の解決に向けて、
自分で考え、自分から取り組んでい
ましたか」という問いに肯定的に回
答した子どもは、教科の正答率が高
いという結果でした。 
 子どもの「なぜ？どのように？」
といった「問い」が生まれる授業を
推進し、学びに向かう姿勢を育んで
いきます。 

「学級の友達との間で話し合う
活動を通じて、自分の考えを深めた
り、広げたりすることができていま
すか」という問いに肯定的に回答し
た子どもは、教科の正答率が高いと
いう結果でした。 
 話し合う活動を効果的に取り入
れ、協働での学びを通して確かな学
力の向上につなげていきます。 
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○家庭学習の充実の観点から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「携帯電話・スマートフォンやコ
ンピュータの使い方について，家の
人と約束したことを守っています
か」という問いに肯定的に回答した
子どもは、教科の正答率が高いとい
う傾向がありました。 
 今後もメディアを上手に活用す
る態度を育成する取組を推進して
いきます。 

「学習で、PC・タブレットなどのＩＣＴ機器を使うこと」に関する問いについて、積極的な ICT 機
器の活用と教科の正答率の高さに関連が見られる質問項目もあった一方で、学級の友達と意見を交換す
る場面での活用のように、学習内容の理解につながるICT機器の効果的な活用について課題が見られる
質問項目もありました。 
 学びの実感につながるＩＣＴ機器の活用に向けて、丁寧に取り組んでいきたいと考えます。 
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○「ひこねっこ こころそだての６か条」の観点から 
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「家で自分で計画を立てて勉強を
していますか」という問いに肯定的
に回答した子どもは、教科の正答率
が高いという結果でした。 
 学習内容の確かな定着に向けて、
家庭での学習を習慣化させることを
目指し、今年度も中学校ブロックご
との共通実践を進めていきます。 

「自分には、よいところがあると
思いますか」「先生は、あなたのよい
ところを認めてくれていると思い
ますか」という問いに肯定的に回答
した子どもは、教科の正答率が高い
という結果でした。 
 子ども達が自己肯定感を高め、安
心して学習に向かうよう、個々のが
んばりを励まし見届けることが大
切であると考えます。 
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 彦根市教育委員会では、これからの時代を生きるうえで重要な「非認知能力」を子ども達に育むことをめ

ざして、「彦根教育学びの提言 プラス ひこねっこ こころそだての６か条」を令和２年度に作成しまし

た。子どもの身近にいる大人の考え方や言動等は子どもの非認知能力を育てるための重要な環境であるこ

とから、子ども達へのメッセージと共に、大人たちへのメッセージも示しています。 

 全国・学力状況調査の児童生徒質問紙の回答状況について、「彦根教育学びの提言 プラス ひこねっこ 

こころそだての６か条」の視点で分析し、彦根市の子ども達の育ちについてまとめてみました。 

＜非認知能力＞３つの能力とそれぞれの能力を構成する要素 

○目標の達成 

・忍耐力 ・自己抑制力 ・目標への情熱 

○他者との協働 

・社交性 ・敬意 ・思いやり 

○情動の制御 

・自尊心 ・楽観性 ・自信 

             （ 出典 「非認知能力が子どもを伸ばす」中山 芳一 著 東京書籍） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「彦根教育学びの提言 プラス ひこねっこ こころそだての６か条」について 
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※グラフの数値について、小数第２位以下は省略しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いいんだよ ありのままで！ い 

「彦根教育学びの提言 プラス ひこねっこ こころそだての６か条」の視点での 

児童生徒質問紙の分析について 
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自分には、よいところがあると思いますか

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

小中学校ともに 70％以上の

子どもが肯定的に回答しまし

た。しかし、一部に肯定的でない

回答も見られました。 

学校、家庭、地域において、子

どもの話を聞き、成功体験だけ

でなく失敗体験も含め、チャレ

ンジした姿勢を認め・励まし、自

己肯定感を育むことを大切にし

ていきたいものです。 

一歩ふみだし やってみよう！ い 

小学校では70％、中学校では

60％程度が肯定的に回答しまし

た。 

子どもの「やってみよう」とい

う気持ちに寄り添い、そっと背

中を押してあげてください。チ

ャレンジしたことや、その過程

をほめ、小さな成功体験や取組

について振り返り、次はどうす

ればいいか見通しをもつこと

で、子どもは自信をつけていき

ます。 
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授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から

取り組んでいましたか

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない
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人が困っているときは、進んで助けていますか

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない
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いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なぜ？どうして？は 学びのチャンス☆ な 

 小学校では80％程度、中学校

では 75％程度が肯定的に回答

しました。 

 「探求心」は、思考力や観察力

の土台となる力といえます。「探

求心」を育てるために、子どもの

疑問の気持ちに応え、一緒に考

えたり、探したりする姿勢を大

事にしたいものです。 

思いやりの心で つながろう！ お 

「人が困っているときは、進ん

で助けていますか」「いじめは、

どんな理由があってもいけない

ことだと思いますか」という問

いに、小中学校ともに80％程度

の子どもが肯定的に回答しまし

た。 

 思いやりの心を育むには、共

感することが大切です。親や周

りの大人に自分の気持ちを共感

してもらい、自分の気持ちが満

たされることにより、相手を思

いやり、協調性を育むことにつ

ながります。 
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学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深

めたり、広げたりすることができていますか

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

話し合う活動を行っていない

 小中学校ともに80%程度の子

どもが肯定的に回答しました。 

 話し合い活動を充実させ、今ま

で知らなかった考えを周りの人

から取り入れ、「なるほど、そう

いう考えもあるのか。だったらこ

れはどうかな？」というように、

考えを深める授業づくりを工夫

し、進めていきます。 

少しのがまん 自分のために☆ す 

 携帯電話やスマートフォンの

使い方について、約束を守ってい

ると肯定的に回答している子ど

もが大半を占めていました。 

 スマートフォンやコンピュー

タ等の利用にはメリットがある

一方で、ある程度のリスクも伴い

ます。これらを踏まえたうえで使

い方についてルールを考え、必要

に応じて見直すことは、子どもに

とってもよりよい利用の仕方を

考える貴重な体験になります。 
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携帯電話・スマートフォンやコンピュータの使い方について、

家の人と約束したことを守っていますか

きちんと守っている だいたい守っている あまり守っていない

守っていない 携帯電話やスマートフォンは

持っているが、約束はない

携帯電話やスマートフォン

を持っていない
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家で自分で計画を立てて勉強をしていますか（学校の授業の予

習や復習を含む）

よくしている ときどきしている あまりしていない 全くしていない

小学校では肯定的な回答が全

国平均を少し上回りました。中学

校では、50％程度が肯定的に回

答しています。 

自分の課題を明確にし、計画的

に取り組み、力を伸ばしていこう

とする態度を育んでいきたいと

考えます。 
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変化の予測が難しいこれからの時代を生き抜くために、子ども達には、主体的、自律的にキャリアを切り

拓いていく能力の獲得と向上が必要不可欠です。そして、学校を離れてからも自立して学び続けることが必

要になります。そのため、市教育委員会では、学習指導要領で示された３つの柱「知識・技能」「思考力・

判断力・表現力等」「学びに向かう力・人間性等」の育成を目指し、取組を進めています。とりわけ、「学び

に向かう力・人間性等」の育成につながる「非認知能力」を伸ばすことが大切であると考えております。 

今後、これらの調査結果をもとに学校と連携して課題の改善に努めてまいります。 

学校においても、自校の調査結果を分析して授業改善に生かし、子ども達の心を育む授業づくりに努めて

いきます。  

家庭や地域では、子ども達のがんばりを認め、温かいメッセージを伝えることで、安心してチャレンジで

きる環境づくりにご協力をお願いします。  

学校、家庭、地域が一体となって、子ども達を見つめ、励まし、支えることにより、子ども達の学びを豊

かにし、これからの新しい時代を生きるうえで重要な「非認知能力」を含めた「生きる力」を育成していき

たいと考えます。今後も一層のご協力をよろしくお願いします。 

 

 

 

元気にチャレンジ 夢に向かって☆ け 

 小学校では、75％程度、中学校では

60％程度が肯定的に回答していま

す。 

 子どもが自分でやろうとした意欲

や姿勢を認めることが大切です。結果

だけでなく、途中経過の努力をほめら

れた子どもは、目標に向かって努力を

惜しまずに取り組むようになります。 

保護者・地域のみなさまへ 
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将来の夢や目標を持っていますか

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない
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